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エグゼクティブ・サマリー 

HP のパーソナルシステムズ部門を統括する Ketan Patel 氏へのインタビューでは、NVIDIA の「RTX 

Spark」を搭載した PC（OmniBook Ultra 等）やワークステーション（Z Fury）を軸に、AI 処理をパブリ

ッククラウドから手元のデバイスや社内環境へ移す「ローカル AI（オンデバイス AI／オンプレミス AI）」

の展望が示されている。本レポートでは、第 1 部で動画全体の主張を「肯定・否定・多角的視点」から整理

し、第 2 部で高度な機密保持と大量の文書処理を要する「企業知財部門」に焦点を当てた活用メリット・課

題・実践的ハイブリッド運用モデルを体系化する。 

 

第 1 部：ローカル AI 搭載 PC・ワークステーションに関する多角的検討 

動画内で語られた「1 人のユーザーが最大 10 個の AI エージェントを同時に稼働させる時代」の到来と、

CPU・GPU・メモリを統合したユニファイドメモリアーキテクチャ（128GB UMA 等）の進化を踏まえ、

ローカル AI 導入の是非と構造変化を 3 つの角度から検討する。 

■ 1.1 肯定的な角度（ローカル AI 導入のメリット・推進の根拠） 

・ トークンコストの削減と高い投資対効果（ROI）：1 万人の従業員を抱える大企業ではクラウド AI の

従量課金（トークンコスト）が巨額になり、10 億ドル規模を費やすケースも存在する。ローカル環境

であれば実質トークンコストなしで最大 1,200 億パラメータのモデルを実行でき、HP の社内試算では

基本タスクで 1 ユーザーあたり約 650 ドル、高度なタスクでは 1,200〜1,300 ドルのコスト優位性が

得られるとされる。 



・ 機密情報の保護とデータ主権（データソブリンティ）の確保：企業の知的財産や顧客の機密データをパ

ブリッククラウド（外部ネットワーク）に送信せず手元で処理できるため、自社のインテリジェンスが

外部に流出し他社のインテリジェンスとして利用されるリスクを遮断できる。さらに、GB300 を搭載

し最大 1 兆パラメータ（10 台スタック時は 10 兆パラメータ）のモデルを動かせるワークステーション

「Z Fury」を社内に設置することで、超大規模モデルもオンプレミス環境で安全に運用できる。 

・ 通信環境に依存しない開発と 24 時間 365 日稼働による生産性向上：インターネット接続が不要なた

め、移動中など通信環境が不安定な場所でもローカルモデルと NVIDIA の CUDA スタックを用いて高

速に開発サイクルを回せる。また、PC がスリープしている間もバックグラウンドで複数の AI エージェ

ントが 24 時間 365 日稼働し、営業職の会議準備（CRM 等からのブリーフィング資料作成）、会議中

の議事録・アクション抽出、会議後のフォローアップメール送信などを自動化できる。 

・ 特定 OS に縛られないオープンなエコシステム：Android スマートフォンと Windows PC を組み合わ

せるなど、特定の単一エコシステムにロックインされることなく、任意の AI モデルやアプリケーショ

ン、OS を自由に選択して相互運用（デバイス・コンティニュアム）できる利点がある。 

■ 1.2 否定的な角度（課題・懸念・懐疑的な視点） 

・ 高額な端末価格と経済格差（デジタルディバイド）の拡大：RTX Spark 搭載マシンの上位モデルは

100 万円を超える高価格帯であり、クラウド AI の利用コスト上昇も相まって、こうした高性能機材を

購入できる層とできない層の間で経済格差が広がる懸念がある。量産効果による将来的な価格低下は期

待されるものの、数年後に確実に安価になるかは不透明である。 

・ メモリ価格の高騰と供給制約：ハイパースケーラーによる AI インフラ需要の急増に伴い、AI 処理に不

可欠なメモリの供給が逼迫している。直近 12 ヶ月でメモリ価格が前年比で大幅に上昇しており、端末

コストの直接的な圧迫要因となっている。 

・ AI エージェントの暴走と新たなサイバー攻撃リスク：自律的に動く AI エージェントは予測不能な挙動

をする可能性があり、接続されたデバイスをエージェントが自動的に乗っ取ってモデルを実行するよう

な新たなサイバーリスクや、エンドポイントからのハッキングリスクが存在する。 

・ IT 管理コストとガバナンスの複雑化：従来は 1 万人の従業員に対して 1 万台のデバイスを管理すれば

よかった企業でも、今後は 1 万台のデバイスに加えて 5 万個のエージェント（計 6 万ユーザー相当）を



監視・管理する必要が生じる。どのエージェントの展開を許可し、Active Directory のようにどう権限

やガバナンスを適用するかという IT 管理負担が大幅に増大する。 

・ 競合エコシステムとの比較と若年層の PC 離れ：すでに多くの AI 開発者が MacBook を使用している

現状や、スマートフォンと PC の両方を自社で保有する Apple に対して HP はスマートフォンを持たな

いというエコシステム上の課題がある。また、スマートフォンでの入力に慣れ、大学卒業・就職まで

PC を使わない若年層に対して、PC を所有する新たな動機付けができるかというハードルも存在する。 

■ 1.3 多角的な角度（今後の構造変化と現実的な着地点） 

・ クラウド不要ではなく「50 対 50」のハイブリッド環境への移行：すべての処理がローカルに置き換

わるわけではなく、現在の「クラウド 95：ローカル 5」という処理比率が、今後数年かけて「ローカル

50：クラウド 50」のハイブリッド環境へ移行すると予測されている。家庭や職場を問わず、日常の負

荷はオンデバイスやオンプレミスで処理しつつ、必要に応じてクラウドへ柔軟に接続する使い分けが前

提となる。 

・ 用途と予算に応じたハードウェアの階層化（Good, Better, Best）：すべての人が 100 万円超のマシ

ンを必要とするわけではなく、高価な RTX Spark 搭載機は開発者やゲームクリエイター向けと位置付

けられている。一般の営業職や家庭向けには、40 億〜500 億パラメータ規模のモデルを動かせる

1,000 ドル程度の PC やエントリー向けのミニデスクトップ（OmniDesk Mini）など、用途と予算に応

じた製品群で対応する戦略がとられている。 

・ セキュリティと管理基盤の 2 層防御：エージェントの暴走やサイバー攻撃という課題に対しては、

BIOS レベルでエージェントを封じ込めるオンデバイス防御（HP Wolf Security）と、組織内のデバイ

ス・エージェント数を監視し権限を制御する管理基盤（Workforce Experience Platform）の 2 層で対

処するアプローチが示されている。 

・ デバイス間の役割分担と PC の再定義（デジタルツイン化）：今後はスマートフォンが指示を出す「コ

マンドセンター」となり、PC がその指示をバックグラウンドで処理する「実行基盤」として共存する。

PC は個人の文脈やナレッジグラフを保持する「自身のデジタルツイン」へと変化し、将来的には従来

のノート PC の形状を超えた新しいフォームファクターや家庭用ロボット等の制御基盤へ発展する可能

性も示唆されている。 



■ 1.4 動画内で提示されたハードウェア階層と特徴の整理 

製品・カテゴリ 主なスペック・構成 対応モデル規模 想定ユーザー・主な用途 

エントリー／一般 AI 

PC 

（OmniDesk Mini 

等） 

ミニデスクトップ／標準ノー

ト PC 

（約 1,000 ドル〜の価格

帯） 

40 億〜500 億 

パラメータ規模 

一般ビジネス職（営業・事務）・

家庭利用 

メール処理、会議準備、議事録、

日常エージェント稼働 

ハイエンド AI PC 

（OmniBook Ultra 

等） 

NVIDIA RTX Spark 搭載 

128GB ユニファイドメモリ

（UMA） 

CUDA スタック統合（上位

機は 100 万円超） 

最大 1,200 億 

パラメータ規模 

AI 開発者・クリエイター・高度

専門職 

オフライン環境でのモデル開発、

高機密データのローカル処理 

オンプレミス AI ワー

クステーション 

（HP Z Fury） 

NVIDIA GB300 搭載 

複数台のスタック構成に対応 

最大 1 兆パラメー

タ 

（10 台スタック

時：10 兆） 

※Kimi K3 クラス対

応 

企業・部門共有インフラ／ロボッ

ト開発等 

パブリッククラウド非依存の超大

規模モデル推論基盤 

 

第 2 部：企業知財部門における活用戦略と導入検討 

出願前の発明情報や研究開発ノウハウといった極めて秘匿性の高いデータを扱い、かつ膨大な特許文献やク

レームの読解・対比を行う企業知財部門にとって、ローカル AI（オンデバイス AI／オンプレミス AI）は非

常に親和性の高い選択肢となる。知財実務の観点からメリット・課題・運用モデルを検討する。 

■ 2.1 知財部門における導入メリット（肯定的な側面） 

・ 出願前発明や技術ノウハウの完全な秘匿化：「自社のインテリジェンスがパブリックドメインに流出し

他社のインテリジェンスになることを防ぐ」というデータ主権の確保は、新規性喪失リスクや営業秘密

漏洩を厳格に回避すべき知財部門にとって最大の利点である。128GB のユニファイドメモリを備える



OmniBook Ultra なら最大 1,200 億パラメータのモデルをインターネット接続なしでローカル実行でき

るため、未公開発明の明細書ドラフティングや発明発掘も手元の PC で安全に完結する。 

・ 大量の文献読解・調査におけるトークンコストの解消：ローカル環境では実質トークンコストなしでモ

デルを実行でき、高度なタスクで 1 ユーザーあたり 1,200〜1,300 ドルのコスト優位性が得られる。従

量課金のメーターを気にする必要がなくなることでユーザーの行動様式が変わると指摘されている通り、

数千件規模の特許母集団スクリーニングや長文クレーム対比分析も課金上限を気にせず反復実行できる。 

・ 24 時間稼働エージェントによる知財業務の自律化：1 人のユーザーが最大 10 個の AI エージェントを

同時に使い、PC のスリープ中も 24 時間 365 日バックグラウンドで稼働させる仕組みにより、知財業

務のリードタイムを大幅に短縮できる。営業職の事例（会議前ブリーフィング作成・会話からのアクシ

ョン抽出・フォローアップ自動化）と同様に、発明者ヒアリングの事前準備から議事録・発明提案書の

整理、先行技術の夜間自動検証までをローカルで自律実行できる。 

・ 部門共有ワークステーションによる超大規模モデルのオンプレミス運用：GB300 を搭載したワークス

テーション「Z Fury」を社内に設置すれば、最大 1 兆パラメータ（10 台スタック時は 10 兆パラメー

タ）のモデルをオンプレミス環境で実行できる。個人のノート PC では処理しきれない超大規模モデル

も外部クラウドに依存せず社内でホストできるため、知財部門全体の専用推論基盤として安全に共有・

運用できる。 

■ 2.2 知財部門への導入における課題（否定的な側面・懸念点） 

・ 高額な初期投資と部門内の配備コスト：RTX Spark 搭載の上位機種は 100 万円を超え、直近 12 ヶ月

のメモリ価格高騰もコスト圧迫要因となっているため、知財部員全員に最高スペック機を配備するのは

予算上のハードルが高い。端末の追加コストに対してクラウド利用料の削減や生産性向上という投資対

効果（ROI）が見合うか、担当業務ごとの厳密な見極めが求められる。 

・ 自律型エージェントの暴走リスクと管理負担の増大：AI エージェントは予測不能な挙動をする可能性

や、接続デバイスを自動的に乗っ取ってモデルを実行するようなサイバーリスクを伴うため、機密情報

を扱う知財部門では厳格な統制が不可欠である。1 万人の組織で 1 万台のデバイスと 5 万個のエージェ

ント（計 6 万ユーザー相当）の監視が必要になるという指摘の通り、部門内で稼働する多数のエージェ

ントに対する権限設定や管理負担が増大する。 



■ 2.3 知財部門における現実的な運用モデル（多角的な視点） 

・ 業務の機密性と負荷に応じた「50 対 50」のハイブリッド運用：今後数年で処理比率が「ローカル

50：クラウド 50」のハイブリッド環境へ移行すると予測されている通り、知財業務でもローカルとク

ラウドの明確な使い分けが現実的である。未公開の発明検討や秘密情報の分析はオンデバイスやオンプ

レミスで処理し、外部接続が必要な広範な公開特許・市場情報収集などはクラウドへ柔軟にアクセスす

るハイブリッド運用が最適解となる。 

・ 業務プロファイルに合わせたハードウェアの階層化：すべての担当者に最高性能の端末が必要なわけで

はなく、用途と予算に応じた製品群（Good, Better, Best）の使い分けが有効である。定型的な知財事

務や公開公報の要約業務には 40 億〜500 億パラメータのモデルを動かせる 1,000 ドルクラスの PC や

ミニデスクトップ（OmniDesk Mini）を割り当て、高度な知財分析や明細書作成を担う中核人材に

RTX Spark 搭載機や Z Fury を重点配備する階層化が望ましい。 

・ 2 層のセキュリティ基盤による知財ガバナンスの構築：エージェントの制御に向けて、BIOS レベルで

封じ込めるオンデバイス防御（HP Wolf Security）と、Active Directory のようにエージェントの展開

可否やガバナンスを管理する基盤（Workforce Experience Platform）の 2 層防御を社内インフラに組

み込むことで、知財部門内のどの端末にどのエージェントの稼働を許可するかを安全に統制できる。 

■ 2.4 知財業務プロセス別のローカル AI／ハイブリッド AI 適用マトリクス 

知財業務領域 機密性 
推奨実行環境・ハード

ウェア 
具体的な活用シナリオと導入効果 

発明発掘・発明者ヒア

リング 

（出願前検討） 

極秘 

（外部送信不

可） 

オンデバイス（ローカ

ル） 

OmniBook Ultra (RTX 

Spark) 

または一般 AI PC 

ヒアリング前の技術ブリーフィング資料作

成、会議中の会話からの発明ポイント・ア

クション抽出、フォローアップの自動化を

外部ネットワーク非経由で安全に実行。 

特許明細書ドラフティ

ング 

・中間応答検討 

極秘 

（未公開情

報） 

オンデバイス／オンプレ

ミス 

OmniBook Ultra 

(128GB UMA) 

1,200 億〜1 兆パラメータモデルを用い、

未公開発明のクレーム案・実施例の壁打ち

や拒絶理由通知への反論ロジック構築をト

ークンコストゼロ・情報漏洩リスクゼロで



／部門共有 Z Fury 反復実行。 

先行技術調査・FTO 調

査 

・クレーム対比分析 

高〜中 

（自社製品仕

様等） 

オンプレミス＋クラウド

併用 

Z Fury ＋ 外部 DB 連携 

（50:50 ハイブリッド） 

公開公報の網羅的取得はクラウドで行い、

自社開発品の仕様と公報クレームの精緻な

対比や数千件の夜間自動スクリーニングは

スリープ中も稼働するローカルエージェン

トで処理。 

IP ランドスケープ・ 

競合マクロ動向分析 

中〜高 

（経営戦略情

報） 

ハイブリッド運用 

クラウド AI ＋ Z Fury 

公開市場情報・マクロ特許統計の収集はク

ラウドを活用し、自社の未公開 M&A 仮説

や次世代 R&D 戦略と掛け合わせる統合分

析フェーズはオンプレミス環境（Z Fury）

で秘匿処理。 

知財事務・年金管理・ 

社内照会対応 

中〜低 

（定型業務） 

エントリーローカル AI 

PC 

OmniDesk Mini 等 

（1,000 ドルクラス） 

40 億〜500 億パラメータの軽量ローカル

モデルにより、日常のメール作成、期限管

理リマインド、基本的な社内知財 QA 対応

を低コストな端末投資で効率化。 

 


